
平
成
二
十
三
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
五
号

留
置
施
設
の
巡
察
に
関
す
る
規
則

刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
五
十
号
）
第
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
留
置
施
設
の
巡
察
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
実
施
項
目
）

第
一
条
　
刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
巡
察
（
以
下
単
に
「
巡
察
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
留
置
施
設
の
管
理
運
営
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
被
留
置
者
の
処
遇
に
関
す
る
こ
と
。

（
実
施
方
法
）

第
二
条
　
巡
察
は
、
関
係
者
か
ら
の
聴
取
り
、
書
類
の
閲
覧
、
実
地
の
視
察
そ
の
他
適
当
な
方
法
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

（
実
施
）

第
三
条
　
巡
察
は
、
毎
年
度
少
な
く
と
も
一
回
、
全
て
の
都
道
府
県
警
察
に
お
い
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
留
意
事
項
）

第
四
条
　
巡
察
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
留
置
施
設
の
規
模
、
構
造
そ
の
他
の
状
況
を
考
慮
す
る
こ
と
。

二
　
資
料
及
び
情
報
を
十
分
に
収
集
し
、
正
確
な
事
実
の
把
握
に
努
め
る
こ
と
。

三
　
必
要
な
限
度
を
超
え
て
関
係
者
の
業
務
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
。

（
国
家
公
安
委
員
会
へ
の
報
告
）

第
五
条
　
警
察
庁
長
官
（
以
下
「
長
官
」
と
い
う
。
）
は
、
国
家
公
安
委
員
会
に
対
し
、
毎
年
度
少
な
く
と
も
一
回
、
巡
察
の
実
施
状
況
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
巡
察
の
結
果
に
基
づ
く
措
置
）

第
六
条
　
長
官
は
、
巡
察
の
結
果
に
基
づ
き
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
細
目
）

第
七
条
　
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
巡
察
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
の
細
目
は
、
長
官
が
定
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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